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　今回は、平成 23 年度企画展「船上の道具とくらし」
で展示中の、２枚の絵を紹介します。
　これを描かれた鈴木真司さんは、 昭和 10 年の生ま
れで、沼津市我

が

入
にゅう

道
どう

の出身です。平成 17 年９月発行
の資料館だより（通巻172号）で紹介したチャカ船など
ご自分で作られた漁船の模型４艘

そう

を、平成８年から平
成21年にかけて、当館へご寄贈くださいました。それ
らの模型が、漁師が使う船上の道具を細かく再現して
いることから、本年度にあらためて使い方などを教え
ていただきました。
　そうして伺ったお話は、当時の漁の様子や船上での
漁師の工夫など、経験した人でなければわからないこ
とばかりでした。そのため鈴木さんは、小学校３年生
ごろから中学生まで、お父さんと一緒に漁へ出かけた
昭和20年代前半を思い出し、ご自分の記憶の中の光景
を、描いて見せてくださいました。
　描かれているのは、我入道のチョロという船と、チ
ャカという船（次ページ）で、ともに個人で行う小規模

の漁に使う、木造和船です。
　チョロは１～２人乗りの無動力船で、櫓

ろ

や帆を使っ
て走ります。おそらく明治以前から使われていて、エ
ンジンがすでに普及していたこの当時としては、古い
形の船でした。絵は真夜中の、漁を始めた頃の風景で
す。集魚灯に集まったイカの群が船を取り巻き、遠く
には他の漁船の灯

あか

りが見えます。当時はバッテリーに
よる電気式の集魚灯を使いました。
　チャカは１～４人乗りで、櫓

ろ

漕
こ

ぎや帆
はん

走
そう

もしますが
主にエンジンの動力で走ります。そのため駿河湾内を
広く漁場とすることができ、大正時代末から昭和 25、
6 年まで活躍しました。
　戦争中に多くの成年男性が出征し、漁が少なかった
ことから、終戦直後の駿河湾ではあらゆる魚が豊漁と
なりました。我入道では地元で作られたエンジンを積
んだチャカが、釣り漁を盛んにしたことを、当時を知
る人は語ってくれます。

「人と環境を大切にする県東部広域拠点都市・沼津」　

駿河湾のイカ釣り漁 チョロ（イカ一本釣り漁船）（沼津市大平 鈴木真司氏 画）

、

、

寄贈資料の中から イカ釣り漁の絵寄贈資料の中から



駿河湾の漁

鈴木真司さんの漁話
船上の道具とくらし
　父は新

あら

玉
たま

丸
まる

という船
ふな

元
もと

をしていた。昭和 10 年に駿
河湾の中（ウチウミ）で漁をしようということで、こ
の絵のチャカを作った。この船は我入道稲荷町の船大
工、岩崎音吉さんが作った。エンジンは我入道にあっ
た山本鉄工所で買って据えた、電気着火式発動機だっ
た。中学生あたりまでは、父とチャカに乗っていた。
〈イカ釣り漁〉戦争中は魚を捕

と

らなかったので、終戦
後は夕

ゆう

方
がた

海に行くと、イカが水面のあちこちで潮
しお

を吹
いていた。それぐらいイカがいた。捕らないでいると
増える。あとからあとから捕れるので、魚市場へ行っ
ても、イカをつかんであげるぐらいだった。イカなど
は船尾や中央の甲

かん

板
ぱん

に置き、カメ（魚
ぎょ

槽
そう

）に入れるこ
とは少なかった。スミを吐いて汚れると値が下がるの
で、ときどきジョーズ（水

みず

桶
おけ

）で水を掛けた。あまり
捕れないときには、セイロ（50 × 25 ㎝ぐらい）を持っ
ていき、イカをきれいに並べておいた。下が竹で、イ
カの汁が流れるようになっているので、傷がつかない
し値もよく売れた。イカは、重ねるとそこが白くなる

が、１匹１匹並べると、いつまでも赤くなっている。
〈船の魚槽〉カメはめったに使わないが、狩野川でク
ロダイを釣ったときには活

い

かしておいた。張った海水
をきれいに保つため、カメの底に海水が出入りするよ
う穴が開いている。その穴には魚が逃げないように、
細かい網をつけた栓

せん

がしてある。カメにはカメブタと
いって蓋をするが、カメの縁に溝があり、甲板に降っ
て蓋の隙間から入る雨が、カメに溜まらず、船外へ流
れて出る構造になっている。
〈雨の中の仕事〉あまりひどく降るときに漁はしない
が、冬に釣っていて雨が降り、すごく冷たくなってく
るときは、積んである道具でテントを張った。チャカ
には帆柱が２本ある。漁をしているときに帆はまかな
い（張らない）ので、タツという支柱を立てて帆柱を
横に渡し、シートをかけて雨除

よ

けに使った。
〈風除けのコモ〉イカリをうって漁をしているときに
冬場の風が吹くと、コモで風除けをした。長い道具の柄

え

を掛け渡して、釣りをする背後を覆うようコモを立て
かける（次ページ図を参照）。船から外へ手を出して魚
を釣るので、これがあるとないとでは、寒さがうんと
違った。海の風がうんと冷たい冬場だけしか使わない。
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駿河湾のイカ釣り漁 チャカ（電気着火式発動機搭載小型漁船）
明け方近くの漁を終える頃の風景である。周囲が明るくなるとともにバッテリーも減り、集魚灯の灯りが小さくなっている。

イカがたくさん釣れ、船が重たく沈んでいる様子を描いている。（沼津市大平 鈴木真司氏 画）
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 〈櫓・帆・梶
かじ

〉チャカは動力船なので、ほとんど櫓は
使わないが、使うときには、１人だと左

さ

舷
げん

の一番トモ
（船尾）で漕ぐ。２人になると、船尾から２番目の右
側でも漕いだ。帆やエンジンで進むには梶をつけ、櫓
で漕ぐときは梶を外した。漁のときも外した。
　帆は、漁を終えて帰るのに、ちょうど良い風がある
と使った。強い風が吹くと危ないので、天気の悪いと
きや夜には使わなかった。
 〈チャカの帆走〉清水からの帰りに程良い風が吹いた
ので、父がチャカで帆をまいた（張った）ことがあっ
た。清水を出るときには、まず初めに土

と

肥
い

・戸
へ

田
だ

に向
かって進んだ。達

だる

磨
ま

山
やま

や香
か

貫
ぬき

山
やま

が見えてくると、帆を
調節して斜めにし、徐々に沼津のほうへ進路を変えた。
そうして風によって帆の向きを変えながら帰ってきた
斜めにまいた帆に風を受けて、船が倒れないよう、１
本積んでいた櫓を、船の外へ横に張り出させてしばっ
ておいた。こうすると、櫓の浮力で船が安定した。
 〈風の怖さ〉このあたりでは、  西の風はおっかない。
東伊豆に行くと、南ジケがおっかない。漁師にとって、
これほど恐ろしいことはない。
　昭和 21 年２月５日、我入道の義魂碑（八幡神社）
にあるが、イカを捕りに行った我入道の人が大勢亡く
なった。その日は夜の９時か９時半に、ニシ（西風）
が急にうんと吹いてきたので、船がいっせいに帰って
きた。しかし我入道の河

か

岸
し

の入り口である河
かわ

口
ぐち

は特に
波が大きく、河岸へ戻ろうとした船が転覆して大勢が

亡くなった。その日は父と義理の兄も、チャカでイカ
を釣りに行っていた。他は帰って来たのに、家の船は
なかなか帰って来ず、家族でとても心配した。あとで
聞いた話では、近所の人が「いまここににゃあようじ
ゃあ、アラタマはもう駄目かな」と言ったそうだが、
一番最後に帰ってきた。河口に入ってくるときに、川
の底に沈んだ船の灯りがついていたそうだ。風に驚い
て、道具もしまわずに、あわてて帰ってきたのだろう。
 〈無動力船と動力船〉チョロは１人で漕ぐ船なので、
駿河湾内でもあまり遠くへは行けない。行って大

お

瀬
せ

ま
での半分ぐらいだった。おじいさん達（ご隠

いん

居
きょ

さん）
がイカ、アジ、サバ、シラタチなどの沿岸で捕れる小
物をテジ（手釣り）で釣った。今夜のおかずを釣る程
度だった。物心ついたころには、チョロは我入道でも
数えるほどしかなかった。イッパチの腕

うで

効
き

きの若い人
は、エンジンを積んだ船に乗った。
 〈エンジンにお札

ふだ

〉よく大瀬神社のお札を、機
き

関
かん

場
ば

の
中に引っ掛けて置いたりした。うちの船の場合は、機
械を木の箱のように囲ってある、シカライキの中にお
札があった。エンジンなのでしょっちゅう油の湯気み
たいなのが出ていて、茶色くなってしまって、油がし
たたり落ちていた。
　小学校５、６年生の頃から、父と漁へ行くときには、
自分がエンジンをかけた。言われなくても若い者がだ
いたいやった。

（話：鈴木真司氏 沼津市大平在住）

。

チョロでのイカ釣り漁（鈴木真司氏監修 沼津市歴史民俗資料館）



　本年度の企画展「船上の道具とくらし」を平成 23 年
11 月３日から来年の２月 26 日までの日程で開催して
います。

　館所蔵の重要有形民俗文化財「沼津内浦・静浦及び
周辺地域の漁撈用具」コレクションの中から船上用具
を紹介しています。

　平成23年11月27日（日） に市立図書館視聴覚ホール
において、歴民講座「漁師さんと語る船でのくらし」
を開催しました。

　

 ・ 体験学習「漁師さんに教えてもらう結びの技」
　元漁師さんに、漁で使う綱の縛り方や、釣糸の結び
方を教わりました。

 ・ 実演「船の発動機チャカーの運転実演」
　古い石油発動機の再現に携わっている市内大岡の野
津和男さんに、我入道で開発された小型漁船用の石油
発動機「チャカー」の運転実演をしていただきました。
　また、野津さんのご好意で、昔懐かしいポンポン船
も登場しました。
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